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実績評価 事業名事業数

Ａ
計画通り

Ｂ
計画通りではない

36事業

3事業

(記載略）

・介護ワンストップサービス構築事業（1-1-1）
・RPAの導入による支給申請書等入力補助業務（2-1-1）
・民間ニーズを踏まえたオープンデータの公開（5-2-1）

Ｓ
計画以上 1事業 ・救急活動ICT化促進事業（2-4-9）

１．令和７年度の実績評価結果
令和７年度デジタル化事業（40事業）の実績評価結果は下記のとおりである。

1

Ｂ「計画通りではない」となった事業、スケジュールの遅延のある事業の詳細は次ページのとおり。



２．Ｂ「計画通りではない」となった事業

2

理由資料番号

5－２－1
民間ニーズを踏まえたオー

プンデータの公開

目標・実績

令和７年度の総申請件数の見込数に対し、令和５年度の全政
令市のオンライン申請率の平均値に1.2を乗じた数値を目標値と
したが、対象者が高齢者であり、電子媒体による申請に対する馴
染みがなく、また、代行申請の場合は却って紙媒体の方が申請し
やすいため、件数が想定より伸びなかった。

1－1－１
介護ワンストップサービス

構築事業

電子申請で受け付けた件
数
目標︓84件
実績(見込)︓70件

令和６年3月末にオープンデータポータルサイトを県が運用するサイ
トへ移行したことで、昨年度は一時的にアクセス数が上昇した。その
実績に基づき、目標値を設定したが、新規の公開データ数も例年
と同程度にとどまるなど、想定よりもアクセス件数が伸びなかったため。

オープンデータポータルサイト
のアクセス件数増加
目標︓85,000件
実績(見込)︓60,000件

2－1－１
RPAの導入による支給申
請書等入力補助業務

帳票読取・入力件数目
標︓3,000件
実績(見込)︓2,157件

RPAで読み込んだ申請書以降に口座変更となる者が多数おり、
再入力を行う際にかえって手間がかかるため、これまでよりも利用件
数が減少した。

理由資料番号

４－２－４
ｽﾎﾟｰﾂｼｭｰﾚ事業における
ｽﾎﾟｰﾂﾃﾞｰﾀ活用の導入

内容

「オープンデータ研修」について、研修の見直し等による検討やそれに伴う
新規資料作成に時間を要したため。

３－２－１
データ活用ができる
人材の育成

遅延

実証事業の最終年度のため、実証事業実施後の方向性について再検
討する必要があり、計画のスケジュールから遅れが生じた。遅延

３．スケジュールの遅延があった事業



４．令和７年度で完了となる事業

3

完了理由資料番号

1－2－１
公金収納チャネル多様化

事業
令和７年度をもって、キャッシュレス決済等のデジタル技術を活用した納付方法の導入が完了し
たため。

４－２－４
ｽﾎﾟｰﾂｼｭｰﾚ事業における
ｽﾎﾟｰﾂﾃﾞｰﾀ活用の導入

実証期間が令和7年度で終了するとともに、実証事業の目的を達成したため。


